
第
７
７
回
あ
つ
ぎ
鮎
ま
つ
り
が

８
月
５
日
（
土
）
・
６
日
（
日
）

に
開
催
さ
れ
た
。

５
日
の
厚
木
中
央
公
園
で
の
イ

ベ
ン
ト
に
は
神
奈
川
地
方
協
力
本

部
厚
木
募
集
案
内
所
の
広
報
ブ
ー

ス
が
設
置
さ
れ
、
朝
か
ら
藤
本
県

央
支
部
長
が
４
０
℃
超
え
の
炎
天

下
、
広
報
活
動
を
支
援
し
た
。

夕
刻
か
ら
場
所
を
厚
木
ア
ー
バ

ン
ホ
テ
ル
に
移
し
、
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
り
４
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
る
３

団
体
（
募
集
相
談
員
会
、
自
衛
隊

家
族
会
、
隊
友
会
）
合
同
納
涼
懇

親
会
及
び
広
報
官
激
励
会
を
実
施

し
た
。

開
宴
は
１
６
：
３
０
で
あ
っ
た

が
酷
暑
の
中
、
４
年
ぶ
り
の
懇
親

会
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
方
々
が

３
時
頃
か
ら
来
ら
れ
た
。

定
刻
に
懇
親
会
を
ス
タ
ー
ト
、

３
団
体
を
代
表
し
て
堀
江
厚
木
管

内
自
衛
官
募
集
相
談
員
会
会
長
の

挨
拶
が
あ
り
「
本
日
の
参
会
者
へ

の
謝
辞
」
「
平
素
か
ら
の
官
民
協

力
に
対
す
る
感
謝
」
「
３
団
体
結

束
し
た
募
集
活
動
」
等
を
述
べ
ら

れ
た
。

来
賓
挨
拶
で
は
、
山
口
厚
木
市

長
が
「
あ
つ
ぎ
鮎
ま
つ
り
の
紹
介
」

「
新
市
長
と
し
て
の
抱
負
」
を
述

べ
ら
れ
、
古
塩
綾
瀬
市
長
が
「
自

衛
隊
活
動
に
対
す
る
感
謝
」
「
今

後
も
引
き
続
き
協
力
体
制
の
維
持
」

を
述
べ
ら
れ
官
民
の
絆
を
強
く
感

じ
た
。

過
密
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
中
、
出

席
頂
い
た
髭
の
隊
長
こ
と
佐
藤
参

議
院
議
員
か
ら
「
募
集
現
状
の
厳

し
い
実
態
及
び
協
力
を
惜
し
ま
な

い
」
と
の
熱
い
思
い
が
語
ら
れ
、

会
場
は
一
気
に
盛
り
上
が
っ
た
。

官
側
を
代
表
し
て
平
井
神
奈
川

地
方
協
力
本
部
長
が
「
募
集
業
務

協
力
に
対
す
る
感
謝
」
「
募
集
現

状
の
厳
し
さ
及
び
お
願
い
」
を
述

べ
ら
れ
、
官
民
一
体
と
な
っ
て
後

輩
の
育
成
に
尽
力
す
る
必
要
性
を

再
確
認
し
た
。

参
会
者
紹
介
が
あ
り
、
各
県
市

町
村
議
会
議
員
、
大
和
自
衛
隊
協

力
会
会
長
、
厚
木
基
地
協
力
会
会

長
、
平
塚
募
集
相
談
員
会
会
長
、

海
上
自
衛
隊
第
４
航
空
群
司
令
部

首
席
幕
僚
、
神
奈
川
県
隊
友
会
会

長
、
隊
友
会
県
北
支
部
長
な
ど
の

来
賓
を
迎
え
、
隊
友
会
の
目
的
で

あ
る
「
国
民
と
自
衛
隊
と
の
か
け

橋
」
に
尽
力
で
き
て
い
る
事
を
実

感
し
た
。

藤
本
県
央
支
部
長
の
乾
杯
で
本

格
的
に
懇
談
が
始
ま
り
、
久
し
ぶ

り
の
会
合
に
ど
の
テ
ー
ブ
ル
も
話

が
盛
り
上
が
っ
て
い
た
。

暫
し
懇
談
の
後
、
本
日
の
メ
イ

ン
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
広
報
官
激
励

会
に
進
み
、
平
井
神
奈
川
地
方
協

力
本
部
長
か
ら
石
井
厚
木
募
集
案

内
所
長
の
紹
介
が
あ
り
、
所
長
か

ら
各
広
報
官
及
び
明
神
次
期
所
長

の
紹
介
が
あ
っ
た
。
広
報
官
の
ハ

ツ
ラ
ツ
と
し
た
姿
に
会
場
か
ら
頑

張
れ
の
声
と
と
も
に
大
き
な
拍
手

が
止
ま
ず
、
現
役
と
Ｏ
Ｂ
の
強
い

絆
を
あ
ら
た
め
て
確
信
し
た
。

今
回
は
、
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
の

余
興
が
あ
り
、
久
し
ぶ
り
に
生
で

見
る
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
に
昔
を
思

い
出
し
て
胸
が
高
鳴
っ
た
。
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納
涼
懇
親
会

＆
広
報
官
激
励
会

４
年
ぶ
り
の
開
催

３
団
体
合
同
開
催



ま
た
、
例
年
参
加
し
て
頂
く
、
音
楽
グ

ル
ー
プ
「
親
バ
ー
ド
」
の
歌
・
演
奏
が
披

露
さ
れ
、
ア
ン
コ
ー
ル
！
！
ア
ン
コ
ー
ル
！

の
声
に
こ
た
え
て
夏
の
雰
囲
気
満
点
の
楽

し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
。

あ
つ
ぎ
鮎
ま
つ
り
の
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ

る
大
花
火
大
会
が
１
９
：
０
０
ス
タ
ー
ト

予
定
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
参
会
者
の
話

題
が
そ
ろ
そ
ろ
花
火
の
話
に
移
り
始
め
た

頃
、
大
槻
自
衛
隊
家
族
会
海
老
名
綾
瀬
地

区
会
会
長
の
中
締
め
で
１
８
：
３
０
懇
親

会
は
お
開
き
と
な
っ
た
。

今
回
、
来
賓
挨
拶
や
懇
親
会
の
話
題
で

も
募
集
活
動
の
厳
し
さ
が
取
り
上
げ
ら
れ
、

少
子
化
や
Ｚ
世
代
の
若
者
の
傾
向
を
見
据

え
、
今
後
ど
の
よ
う
に
後
輩
の
育
成
を
図
っ

て
い
く
か
課
題
を
与
え
ら
れ
た
気
が
し
た
。

会
員
の
皆
様
も
身
近
に
入
隊
希
望
の
若

者
や
自
衛
隊
に
関
心
の
あ
る
若
者
が
居
り

ま
し
た
ら
、
厚
木
募
集
案
内
所
（
県
央
ニ
ュ
ー

ス
に
厚
木
募
集
案
内
所
の
頁
を
参
照
）
又

は
隊
友
会
県
央
支
部
に
ご
一
報
を
お
願
い

し
ま
す
。

後
輩
の
育
成
に
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

（
事
業
部
長
記
）

足
立
隆
（
海
老
名
市
）
：
定
年
し
て
一
時

九
州
の
実
家
に
帰
省
し
ま
す
。
新
井
三
男

（
大
和
市
）
：
９
０
歳
を
迎
え
体
力
の
衰

え
が
目
立
ち
、
外
出
も
困
難
と
な
り
ま
し

た
。
毎
日
２
階
の
書
斎
か
ら
隣
の
相
模
カ

ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
緑
を
眺
め
な
が
ら
、

テ
レ
ビ
を
見
た
り
読
書
を
し
た
り
し
て
、

人
生
の
晩
年
を
穏
や
か
に
過
ご
し
て
い
ま

す
。
関
係
者
の
皆
さ
ん
御
苦
労
さ
ま
で
す
。

和
泉
正
夫(

海
老
名
市)

：
６
月
２
２
日
に

白
寿
の
母
が
急
逝
し
た
た
め
、
欠
席
し
ま

す
。
皆
様
へ
よ
ろ
し
く
伝
え
て
下
さ
い
。

伊
藤
隆
史(

大
和
市)

：
Ｏ
Ｂ
２
４
年
。
航

空
機
の
音
を
い
つ
も
身
近
に
聞
い
て
い
る

と
、
Ｏ
Ｂ
な
が
ら
現
役
気
分
。
畑
で
ダ
ウ

ン
ウ
ィ
ン
ド
の
航
空
機
を
見
上
げ
て
、
当

時
を
懐
か
し
む
日
々
で
す
。
井
上
康
充

（
大
和
市
）
：
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

梅
田
實(

綾
瀬
市)

：
ご
盛
会
を
祈
念
し
て

お
り
ま
す
。
広
報
官
頑
張
っ
て
！
大
﨑
昭

雄(

海
老
名
市)

：
健
康
第1

に
過
ご
し
て
お

り
ま
す
。
御
盛
会
を
祈
願
い
た
し
ま
す
。

大
谷
祥
治(

相
模
原
市)

：
貴
支
部
の
ご
盛

隆
と
、
会
の
ご
盛
会
を
祈
念
申
し
上
げ
ま

す
。
小
田
博
士
（
大
和
市
）
：
先
の
選
挙

で
は
、
ご
協
力
・
ご
支
援
を
誠
に
有
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
ご
盛
会
を
祈
念
し
ま
す
。

小
野
崎
馨
（
大
和
市
）
：
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、

約
３
年
間
自
宅
に
巣
ご
も
り
し
て
お
り
ま

し
た
が
、
年
相
応
に
元
気
に
し
て
お
り
ま

す
。
１
９
６
４
年
（
昭
和
３
９
年
）
春
、

海
上
自
衛
隊
呉
教
育
隊
に
入
隊
し
て
か
ら
、

約
半
年
後
に
は
６
０
年
が
経
過
し
ま
す
。

川
端
敏
雄
（
大
和
市
）
：
元
気
に
や
っ
て

お
り
ま
す
。
木
村
福
司
（
大
和
市
）
：
変

わ
り
な
く
元
気
で
す
。
仕
事
も
続
け
て
い

ま
す
。
小
鹿
和
也
（
大
和
市
）
：
ご
無
沙

汰
し
て
お
り
ま
す
。
今
年
４
月
か
ら
職
業

訓
練
に
て
介
護
福
祉
士
専
門
学
校
に
通
っ

て
い
ま
す
。
勉
強
等
に
忙
し
い
で
す
が
、

頑
張
っ
て
卒
業
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
昌

子
隆
廣
（
座
間
市
）
：
納
涼
懇
親
会
の
ご

盛
会
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。
杉
本
和
隆

（
大
和
市
）
：
ご
盛
会
を
祈
念
い
た
し
ま

す
。
関
隆
三
（
大
和
市
）
：
老
化
防
止
に
、

毎
日
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
（
約
７
㎞
）
を
日
課

と
し
て
お
り
ま
す
。
夜
間
外
出
を
回
避
し

て
い
ま
す
。
県
央
支
部
隊
友
会
の
益
々
の

ご
盛
隆
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。
宗
潤
二

(

海
老
名
市)

：
今
年
度
（
４
月
）
か
ら
、

今
泉
中
学
校
で
用
務
員
と
し
て
働
き
始
め

ま
し
た
。
身
分
は
海
老
名
市
パ
ー
ト
職
員

で
す
。
子
供
た
ち
と
関
わ
り
な
が
ら
地
域

に
貢
献
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
高

橋
浩
司(

大
阪
市)

：
御
無
沙
汰
し
て
お
り

ま
す
。
大
阪
へ
移
転
し
て
約
１
年
、
や
っ

と
慣
れ
ま
し
た
。
お
体
に
気
を
付
け
て
お

過
ご
し
下
さ
い
。
竪
禮
造(

海
老
名
市)

：

老
化
が
進
む
今
日
こ
の
頃
で
す
。
ご
盛
会

を
お
祈
り
し
ま
す
。
谷
辺
勝
啓(

大
和
市)

：

要
介
護
老
人
に
な
り
ま
し
た
。
堂
込
勝
也

(

海
老
名
市)

：
平
日
は
都
内
に
出
勤
、
土

日
は
海
老
名
市
コ
ー
ト
で
テ
ニ
ス
。
あ
と

２
～
３
年
は
こ
の
ペ
ー
ス
で
す
。
８
／
５

は
出
勤
日
に
な
り
、
残
念
な
が
ら
参
加
で

き
ま
せ
ん
。
盛
会
を
お
祈
り
し
ま
す
。
新

田
智
彦
（
大
和
市
）
：
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
横

浜
「
外
国
人
雇
用
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
」

で
元
気
に
勤
務
し
て
い
ま
す
。
野
口
博(

海

老
名
市)

：
コ
ロ
ナ
終
息
い
つ
？
次
な
る
９

波
が
恐
ろ
し
い
。
最
低
限
の
防
御
を
忘
れ

な
い
よ
う
に
し
ま
す
。
橋
本
忠
紀(

大
和
市)

：

体
温
、
体
重
、
血
圧
を
ノ
ー
ト
に
書
き
留

め
、
他
に
一
行
程
の
日
々
の
記
録
を
認
め

て
い
ま
す
。
呆
け
防
止
「
無
益
」
の
よ
う

で
す
。
羽
渕
完
俊(

綾
瀬
市)

：
誠
に
残
念

で
す
。
８
月
３
日
（
木
）
～
９
日
（
水
）

は
、
私
の
個
展
（
大
和
ス
カ
イ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
）

開
催
中
で
す
。
傘
寿
を
迎
え
ま
し
た
が
、

毎
日
の
よ
う
に
庭
園
整
備
に
出
か
け
て
い

ま
す
。
愛
用
バ
イ
ク
も
月
２
，
０
０
０
㎞

走
っ
て
い
ま
す
。
濱
野
康(

海
老
名
市)

：

妻
の
介
護
が
端
を
発
し
、
介
護
福
祉
士
国

家
資
格
を
取
得
し
ま
し
た
。
介
護
職
員
と

し
て
夜
勤
月
７
回
程
度
と
日
勤
を
務
め
な

が
ら
妻
へ
の
介
護
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今

は
、
終
末
期
ケ
ア
専
門
士
を
取
得
す
る
こ

と
が
目
標
で
す
。
本
田
信
男(

海
老
名
市)

：

地
元
の
「
大
塚
ま
つ
り
」
参
加
の
た
め
、

欠
席
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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松
井
義
之
（
大
和
市
）
：
元
気
に
過
ご
し

て
い
ま
す
。
眞
渕
均
（
綾
瀬
市
）
：
３
年

前
に
２
回
目
の
定
年
退
職
し
、
サ
ン
デ
ー

毎
日
の
生
活
で
す
が
、
丹
沢
で
の
ト
レ
ッ

キ
ン
グ
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
富
士
初
登

頂
を
目
標
に
体
力
錬
成
に
努
め
て
い
ま
す
。

村
上
寛
光
（
大
和
市
）
：
対
「
糖
尿
病
」

作
戦
実
施
中
で
す
！
望
月
英
行(

海
老
名
市)

：

都
合
に
よ
り
欠
席
い
た
し
ま
す
。
盛
会
を

お
祈
り
し
ま
す
。
森
本
欣
郎
（
大
和
市
）
：

定
年
後
１
１
年
が
過
ぎ
、
ま
だ
ま
だ
仕
事

に
励
ん
で
い
ま
す
。
（
ボ
ケ
防
止
）
山
下

剛
三
（
綾
瀬
市
）
：
退
官
後
、
２
０
年
に

な
り
ま
し
た
。
現
在
は
自
由
奔
放
な
生
活

を
し
て
お
り
ま
す
。
隊
友
会
員
の
皆
様
の

御
健
勝
と
御
多
幸
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

大
和
地
正
男
（
伊
勢
原
市
）
：
健
康
に
留

意
し
て
生
活
し
て
お
り
ま
す
。
祈
盛
会
。

若
松
庸
行(

海
老
名
市)

：
難
聴
で
会
話
が

見
え
な
い
で
い
ま
す
。
隊
友
会
の
綾
瀬
農

園
は
開
園
当
初
の
メ
ン
バ
ー
は
少
な
く
な

り
ま
し
た
が
、
引
き
続
き
野
菜
作
り
を
楽

し
ん
で
い
ま
す
。
ご
盛
会
を
祈
念
申
し
上

げ
ま
す
。
渡
部
泰
（
綾
瀬
市
）
：
丁
度
長

野
方
面
に
出
か
け
る
が
、
こ
の
為
に
早
く

帰
っ
て
き
ま
す
。
祈
る
御
盛
会
を
！
！
公

私
と
も
多
忙
で
す
。

（
令
和
５
年
９
月
２
５
日
現
在
）

航
空
集
団

司
令
官

海

将

松
本

完

幕
僚
長

海
将
補

藤
原

直
哉

第
５
１
航
空
隊

隊
司
令

１
海
佐

井
上

竜
三

第
６
１
航
空
隊

隊
司
令

１
海
佐

橋
口

剛

航
空
管
制
隊

隊
司
令

１
海
佐

櫻
井

猛

第
４
航
空
群

群

司

令

１
海
佐

徳
留

秀
和

首
席
幕
僚

１
海
佐

中
村

浩
之

第
３
航
空
隊

隊
司
令

１
海
佐

小
俣
泰
二
郎

第
４
整
備
補
給
隊

隊
司
令

１
海
佐

森
岡

信
也

厚
木
航
空
基
地
隊

隊
司
令

１
海
佐

袴
田

重
征

硫
黄
島
航
空
基
地
隊

隊
司
令

１
海
佐

伊
藤

進
吾

そ
の
他
の
部
隊

航
空
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
隊

隊
司
令

１
海
佐

白
戸

将
吾

厚
木
シ
ス
テ
ム
通
信
分
遣
隊
・
厚
木
警

務
分
遣
隊
に
つ
い
て
は
、
割
愛
致
し
ま
す
。

第
４
施
設
群
長
兼
座
間
駐
屯
地
司
令

１
陸
佐

本
多

健
二

座
間
駐
屯
地
業
務
隊
長

２
陸
佐

豊
田

剛
至

参
加
者
集
合
写
真

令
和
５
年

９
月
１
４
日

（
木
）
陸
上

自
衛
隊
座
間

駐
屯
地
に
お

い
て
「
座
間

駐
屯
地
家
族

支
援
連
携
会

同
」
が
実
施

さ
れ
た
。

陸
上
自
衛
隊
員
の
家
族
支
援
に
当
た
っ

て
い
る
の
は
、
主
と
し
て
家
族
会
及
び
隊

友
会
で
あ
る
。
今
回
の
会
同
に
は
家
族
会

か
ら
厚
木
愛
甲
地
区
会
・
海
老
名
綾
瀬
地

区
会
・
相
模
原
座
間
地
区
会
・
大
和
地
区

会
の
担
当
者
９
名
、
隊
友
会
か
ら
県
央
支

部
・
県
北
支
部
の
担
当
者
各
１
名
が
参
加

し
、
座
間
駐
屯
地
か
ら
は
豊
田
業
務
隊
長

を
は
じ
め
関
係
者
４
名
が
参
加
し
た
。

会
同
は
参
加
者
の
自
己
紹
介
に
続
い
て
、

官
側
か
ら
「
座
間
駐
屯
地
家
族
安
否
確
認

支
援
要
望
の
現
状
、
０
５
Ｊ
Ｘ
Ｒ
の
成
果
、

安
否
確
認
シ
ス
テ
ム
の
概
要
及
び
効
果
、

隊
員
家
族
の
安
否
確
認
要
領
の
方
向
性
」

に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
っ
た
。

官
側
と
参
会
者
の
意
見
交
換
で
は
、
特

に
安
否
確
認
シ
ス
テ
ム
の
有
用
性
に
つ
い

て
の
質
疑
が
あ
っ
た
。
セ
コ
ム
が
開
発
し

た
同
シ
ス
テ
ム
は
ス
マ
ホ
を
利
用
し
た
も

の
で
あ
り
、
瞬
時
に
安
否
確
認
が
で
き
る

も
の
で
あ
る
。
本
シ
ス
テ
ム
が
構
築
さ
れ
、

本
格
運
用
が
始
ま
れ
ば
安
否
確
認
支
援
員

（
家
族
会
・
隊
友
会
）
の
負
担
が
軽
く
な

る
こ
と
が
期
待
で
き
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

会
同
終
了
後
、
移
動
に
業
務
隊
車
両
を

利
用
し
た
施
設
案
内
が
あ
り
、
キ
ャ
ン
プ

座
間
の
歴
史
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

県央ニュース（１1８号） 令和５年１０月１日発行

- 3 -

家
族
支
援
連
携
会
同
開
催

座
間
駐
屯
地

部
隊
指
揮
官



３
等
海
佐

明
神
忠
雄

８
月
７
日
付
、
自
衛
隊
神
奈
川

地
方
協
力
本
部

厚
木
募
集
案
内

所
長
を
拝
命
し
、
海
上
自
衛
隊
第

３
術
科
学
校
か
ら
着
任
い
た
し
ま

し
た
明
神
３
佐
で
す
。

職
種
は
、
地
上
救
難
で
あ
り
、

主
に
海
上
自
衛
隊
の
航
空
部
隊
に

お
け
る
航
空
救
難
、
基
地
警
備
、

車
両
輸
送
等
に
従
事
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。

出
身
は
高
知
県
で
す
が
、
幹
部

任
官
後
の
約
半
数
は
厚
木
航
空
基

地
で
勤
務
し
、
海
老
名
市
に
自
宅

を
設
定
し
て
約
９
年
が
経
過
す
る

な
ど
、
神
奈
川
県
（
県
央
部
）
は
、

私
の
第
二
の
故
郷
と
な
っ
て
い
ま

す
。
今
回
、
厚
木
募
集
案
内
所
長

と
し
て
勤
務
す
る
機
会
を
頂
い
た

こ
と
は
嬉
し
い
限
り
で
あ
り
ま
す

が
、
か
つ
て
経
験
の
な
い
配
置
、

ま
た
自
己
に
課
せ
ら
れ
た
重
責
を

考
え
れ
ば
身
が
引
き
締
ま
る
思
い

で
す
。

現
在
、
技
術
等
は
日
進
月
歩
で

あ
り
、
自
衛
隊
の
装
備
等
に
つ
い

て
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
い
か
に
優
れ
た
装
備
等
が

配
備
さ
れ
て
も
、
そ
れ
を
扱
う
の

は
隊
員
で
あ
り
、
隊
員
の
必
要
性
・

重
要
性
が
こ
の
先
も
変
わ
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

一
方
で
自
衛
隊
の
根
幹
で
あ
る

「
隊
員
」
の
募
集
環
境
は
、
今
ま

で
以
上
に
厳
し
く
、
必
要
と
さ
れ

る
隊
員
の
確
保
が
十
分
で
は
な
い

状
況
に
あ
り
、
厚
木
募
集
案
内
所

に
お
い
て
も
更
な
る
努
力
と
創
意

工
夫
が
必
要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
所
員
一
同
が
一
丸
と
な
っ

て
地
域
の
募
集
業
務
に
邁
進
す
る

所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
皆
様
方

に
は
、
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
理

解
、
ご
支
援
を
賜
り
た
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
神
奈

川
県
隊
友
会
県
央
支
部
の
益
々
の

ご
発
展
と
、
皆
様
の
ご
健
勝
を
祈

念
い
た
し
ま
し
て
、
着
任
の
挨
拶

と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
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編
集
後
記

△

４
年
ぶ
り
の
納
涼
懇
親
会
が

実
施
さ
れ
、
会
え
な
か
っ
た
会

員
相
互
の
再
会
を
楽
し
ん
だ
。

△

前
号
で
も
述
べ
ま
し
た
が
、

編
集
担
当
者
と
し
て
は
、
毎
回

原
稿
集
め
に
苦
労
す
る
。
会
員

皆
様
の
積
極
的
な
投
稿
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。
原
稿
は
３

月
、
６
月
、
９
月
、
１
２
月
の

中
旬
ま
で
に
送
付
頂
け
れ
ば
掲

載
が
可
能
で
す
。

編
集
子

着
任
挨
拶


